
平成6年度市制施行40周年 

人口と世帯 

11月30日現在（ ）内は前回比、男23, 772(+ 37）女26,317 (+32) 計50,089 (+69）世帯17,014 (+42) 

―年生の、家族大すきシリーズ⑩（家族のことば 12ページ） 

毎
号
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|人口と世帯|

11月30日現在 ( )内は前回比、男23，772(+ 37)女26，317(+32)

毎
号
と
じ
こ
人
で
く
だ
さ
い
き
J

と
お
役
に
江
ち
ま
す
。

~ キt妥号、かえ
ど3らん

Fぞ:‘ひど
年生の、家族大すきシリーズ1})(家族のことば 12ページ)



冬
の
夜
空
に
 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
ノ

・
 

冬
の
夜
空
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
 

シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
十
一
月
二
十

四
日
、
大
町
旧
ロ
ー
タ
リ
ー
に
お

い
て
関
係
者
と
幼
稚
園
児
ら
約
七

十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
五
所
川
原
市
観
光
協

会

（
丸海
老
祐
造
会
長
）
が
、
平

成
二
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
 

「音
と
光
の
祭
典
」
の
一
環
と
し

て
、
魅
力
あ
る
夜
の
景
観
を
創
り

出
し
、
活
力
あ
る
街
づ
く
り
を
目

指
そ
う
と
今
年
は
大
町
、
本
町
、
 

布
屋
町
、
中
央
通
り
、
西
北
中
央

病
院
、
市
庁
舎
、
商
工
会
議
所
、
 
 

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
に
イ
ル
ミ
ネ

ー
 

シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
丸
海
老
会
長
、
川

口
収
入
役
、
各
商
店
街
振
興
組
合

代
表
ら
と
五
所
川
原
幼
稚
園
園
児

代
表
の
青
山
愛
ち
ゃ
ん
が
点
灯
ス

イ
ッ
チ
を
押
す
と
、
冬
空
に
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
色
鮮
ゃ
か
に
浮

か
び
上
が
り
ま
し
た
0
 

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
 

来
年
一
月
末

（
午後
五
時
か
ら
九

時
）
ま
で
点
灯
さ
れ
、
五
所
川
原

の
夜
を
彩
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

曾

意
の
花
か
ご
ロ

I

つ
も
あり
が
と
2
」
ざい
ま
す
 

⑥
教
育
振
興
会
へ
 

〇
昭
和
パ
ー
ル
会
（
渋
谷
久
和
会
長
）
廿
二
十
万
円
。
 

〇
茶
道
遠
州
会
五
所
川
原
支
部

（渋
谷
宗
松
代
表
）
廿
チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会
 

収
益
金
、
三
万
八
千
九
百
六
十
円
。
 

⑥
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
大
柳
忠
人
さ
ん

（
み
どり
町
八
ー
四
四
）
廿
五
千
円
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
ヤ
ク
ル
ト
親
交
会
廿
六
万
二
千
円
。
 

〇
国
際
ソ
ロ
プ
チ
『』（
ス
ト五
所
川
原

（
大村
光
子
会
長
）
廿
十
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
第
一
中
学
校
J
R
C
委
員
会
廿
八
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
郵
便
切
手
販
売
協
会
（
一
戸
千
代
三
郎
会
長
）
廿
年
賀
ハ
ガ
 

キ
七
百
枚
。
 

〇
み
ど
り
町
連
合
町
内
会
、
四
丁
目
・
七
丁
目子
供
会
廿
一
万
一
千
六
百
 

九
十
円
。
 

〇
五
所
川
原
市
生
活
学
校

（三
橋
さ
と
子
代
表
）
廿
二
万
円
。
 

〇
株
式
会
社
中
三
五
所
川
原
店

廿
傘
他
十
四
点
。
 

⑥
く
る
み
園
へ
 

〇
大
坂
京
さ
ん
（
ー
ッ
谷
一
一
五
ー
一
五
）
廿
食
用
菊
三

・
五
曳
 

〇
工
藤
文
子
さ
ん

（浅
井
字
色
吉
一
四
一
）
廿
バ
ラ
の
造
花
四
十
四
本
。
 

⑥
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
喫
茶
あ
ん
だ
ん
て

（成
田
洋
子
さ
ん
）
廿
観
葉
植
物
（
パ
キ
ラ
・
樹
高
 

ニ
メ
ー
ト
ル
）
 
一本
。
 

市
長
「

新
春
テ
レ
ビ

対
談

」
放

映
 

〇
一
月
」
日
午
前
七
時
、
（
青森
放
送
）
〇
一月
ニ
日
午
前
九
時

、
（
青
 

森
朝
目
放
送
）
n二
月
三
日
午
前
十
一
時
三
十
分

、
（
青森
テ
レ
ビ
）
 

伽
 
『
旬
 

五
所
川
原
女
性
俳
句
会
 

爽
や
か
や
吹
か
る
る
ま
ま
に
竹
擁
 

ふ
 

野
村
 
と
し
 

ー
口
を
舌
に
こ
ろ
が
し
新
酒
の
香
 

対
馬
 
障
子
 

峰
雲
や
旧
軍
港
の
監
視
塔
 

長
沢
 
幸
子
 

焼
き
捨
て
る
新
藁
積
み
て
惜
し
み

け
り
 
小
栗
山
ひ
で
 

新
藁
に
溶
け
こ
む
や
う
に
眠
り
た

し
 

斉
藤
 
さ
だ
 

天
の
川
母
在
さ
ね
ば
家
遠
し
 

成
田
 
市
子
 

遺
跡
柵
す
い
す
い
通
る
秋
の
蝶
 

斉
藤
今
日
子
 

錦
木
や
野
立
一
畳
の
客
と
な
る
 

高
松
 
栄
 

天
の
川
仰
げ
ば
亡
き
父
母
身
近
に

す
 
尾
崎
 

玲
子
 

鬼
灯
や
紅
ほ
の
か
朝
化
粧
 

小
野
 
郁
子
 

ほ
お
づ
き
の
鳴
る
子
鳴
ら
ぬ
子
鎮

守
さ
ま
 
松
宮
 

梗
子
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歓声をあげる 
五所川原幼稚園の園児たち 

冬
の
夜
空
に

イ
ル
ミ
ネ
l
シ
ョ

冬
の
夜
空
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
卜
一
月
二
十

四
日
、
大
町
旧
ロ
ー
タ
リ
ー
に
お

い
て
関
係
省
と
幼
稚
閑
児
ら
約
ヒ

ト
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
五
所
川
原
市
観
光
協

会
(
九
海
右
佑
造
会
長
)
が
、
市
「

成
二
年
か
ら
行

っ
て

い
る
も
の
で

よ
け
と
光
の
祭
典
」
の
一
環
と
し

て
、
魅
力
あ
る
ん
伎
の
民
観
を
創
り

出
し
、
活
力
あ
る
街
。
つ
く
り
を

H

指
そ
う
と
今
年
は
大
町
、
本
町
、

布
屋
町
、
中
央
通
り
、
丙
北
中
央

病
院
、
市
庁
合
、
商
工
会
議
所
、

ン
点
灯
ノ
・

情
ヶ
丘
中
小
郷
公
園
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
九
海
右
会
長
、
川

川
収
入
役
、
各
商
庖
街
振
興
組
合

代
表
ら
と
瓦
所
川
原
幼
稚
園
閣
児

代
表
の
青
山
愛
ち
ゃ
ん
が
点
灯
ス

イ
ッ
チ
を
押
す
と
、
冬
空
に
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
色
鮮
や
か
に
浮

か
び
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
ル
ミ
、
不
l
シ
ョ
ン
は
、

米
年

一
月
末

(午
後
五
時
か
ら
九

時
)
ま
で
点
灯
さ
れ
、
五
所
川
原

の
復
を
彩
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。歓声をあげる

五所川原幼稚園の園児たち

善
意
の
芯
か
ご

ど
う
も
あ
り
が
と
う
、
」
ざ
い
ま
す

@
教
育
振
興
会
へ

O
昭
和
パ
ー
ル
会

(渋
谷
久
和
会
長

)
H
二
卜
万
円
。

O
茶
道
遠
州
会
五
所
川
原
支
部

(
渋
谷
宗
松
代
表
)
l
チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会

収
益
令
、

三
万
八
千
九
百
六
十
円
。

@
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

O
大
柳
忠
人
さ
ん

(
み
ど
り
町
八
|
四
阿
)

H

H

五
千
円
。

@
社
会
福
祉
協
議
会
へ

O
五
所
川
原
ヤ
ク
ル
ト
親
交
会
H
H
六
万
二
千
円
。

O
国
際
ソ
口
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原

(大
村
光
チ
会
長
)
l
卜
万
円
。

O
五
所
川
原
第
一
中
学
校

J
R
C委
員
会
H

八
万
円
。

O
五
所
川
原
郵
便
切
手
販
売
協
会

(
一
戸
千
代
三
郎
会
長

)
H
年
賀
ハ
ガ

キ
七
百
枚
。

O
み
ど
り
町
連
合
町
内
会
、
四
丁
目

・
七
丁
目
子
供
会

1
一
万

一
千
六
斤

九
ト
円
。

O
五
所
川
原
市
生
活
学
校

(三
橋
さ
と
子
代
友
)
l
二
万
円
。

O
株
式
会
社
中
三
五
所
川
原
庖

l
傘
他
十
四
点
。

@
く
る
み
園
へ

O
大
坂
京
さ
ん

(
一
ツ
谷
一
一
五
1

一
五
)
1食
用
錆
三

・
五
旬
。

O
工
藤
文
子
さ
ん

(浅
沖
字
色
吉

一
四

二

1
パ
ラ
の
造
花
凹
卜
岡
本
。

@
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

O
喫
茶
あ
ん
だ
ん
て

(成
田
洋
乙
J

さ
ん

)
l観
葉
植
物

(
パ
キ
ラ

・
樹
高

一一
メ
ー
ト
ル
)

二
本
。

市
長

「
新
春
テ
レ
ビ
対
談
」
放
映

。

一
月
一
日
午
前
七
時
ら
(庁
森
放
送
)
O
一
月
二
日
午
前
九
時

1
(青

森
朝
日
放
送
)
O
一
月
一
二
日
午
前
十
一
時
三
十
分

1
(背
森
テ
レ
ビ
)

2 
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一
 

「身
の
周
り
が
き
れ
い
 

だ
と
、
気
持
ち
も
す
っ
き
 

り
し
ま
す
ね
」
と
語
る
の
 

は
、
若
葉

一
丁
目
の
古
川

栄
造
さ
ん

（6
5）
と
長
谷
川
和
夫
さ
ん
（
6
9）
。二
人

は
、
二
年
前
か
ら
、
雨
の
日
を
除
き
毎
朝
、
今
頃
の

季
節
は
朝
六
時
、
夏
は
五
時
か
ら
、
長
橋
・
橋
元
の

江
良
デ
ン
キ
さ
ん
の
あ
た
り
か
ら
、

一
丁
目
の
歩
道
、
 

車
道
、
公
園
等
を

一
日
も
欠
か
さ
ず
、
き
れ
い
に
し
 

置
と
す
ど
 

物
ま
ま
な

o
 

の

、
来
行
す

内
れ
が
旅

ま

園
ま
者
族

い

公
積
業
家
で
 

、
て
と
の
ん

は
れ
る
内
し

缶
さ
な
町
楽

き
頓
に
で
を

空
整
量

金
事
 

・

理
た
代

行

聞
整
つ
の

種
 

に
 
加
■
新
に
ま

そ
各
 

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
以
前
は
歩
道
に
犬
め
フ

ン
な
ど
よ
く
見
か
け
た
も
の
で
す
が
、
今
は
全
く
無

い
と
の
こ
と
。
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
き
れ
い
に
し

て
い
る
二
人
に
、
犬
の
飼
い
主
も
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
け
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
 

以
前
は
、
歩
道
が
土
や
雑
草
の
た
め
狭
く
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
草
刈
り
を
し
た
ら
広
々
と
な
り
、
子

供
達
も
の
び
の
び
と
通
学
し
て
い
ま
す
。
 

「公
園
内
の
桜
が
病
気
で
、
枯
れ
か
か
っ
た
時
が

あ
り
ま
し
た
。
で
も
中
西
会
長
さ
ん
の
、
い
ち
早
い

対
応
で
今
年
も
見
事
な
花
が
咲
い
て
く
れ
た
ん
で
す

よ
」
と
語
る
古
川
さ
ん
と
長
谷
川
さ
ん
。
 

冬
を
待
つ
公
園
は
雑
草
も
な
く
、
と
て
も
さ
っ
ぱ

り
し
て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
お
元
気
で
ー
。
 

「き
れ
い
な
環
境
で
気
持
も
さ
っ
ぱ
り
」
 

若
葉
町

」
丁
目
町
内
会
 

左から長谷川さん、古川さん 

・

I
 

「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
 

（
杜
鵬
草
）
 

守谷俊亮さん 

（梅田・福浦） 

花
の
班
点
が
野
鳥
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
（
杜
鴎
）
の
胸
の
班
点
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
こ
e
花
が

咲
く
と
、
晩
秋
を
感
じ
ま
す
ね
ェ
。
 

沢
山
の
種
類
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
黄
花
種
や
、
ジ
ョ
ウ
ロ
ウ
（
上
薦
）
 

ホ
ト
ト
ギ
ス
類
は
葉
が
痛
み
や
す
く
、
栽
培
が
む
ず
か
し
い
よ
う
で
す
ね
。
 

ホ
ト
ト
ギ
ス
類
は
半
日
陰
の
湿
っ
た
と
こ
ろ
が
好
き
で
、
四
月
頃
の
株
分

け
や
、
六
月
頃
の
茎
ざ
し
な
ど
で
、
容
易
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
ん
で

す
よ
。
 

ホトトギス 
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ホ
在 ト
鵠 卜
きギ
ス

守谷俊亮さん
(梅田・福浦)

花
の
班
点
が
野
鳥
の
ホ
ト
ト
ギ
ス

(社
鴎
)
の
胸
の
班
点
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
こ
の
花
が

咲
く
と
、
晩
秋
を
感
じ
ま
す
ね
ェ
。

沢
山
の
種
類
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
武
花
極
や
、
ジ
ョ
ウ
ロ
ウ

(上
踊
)

ホ
ト
ト
ギ
ス
知
は
葉
が
痛
み
や
す
く
、
栽
摘
が
む
ず
か
し
い
よ
う
で
す
ね
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
類
は
半
口
陰
の
湿

っ
た
と
こ
ろ
が
好
き
で
、

間
川
頃
の
株
分

け
や
、ぃ
ハ
パ
凶
の
茎
ざ
し
な
ど
で
、
容
い切
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
ん
で

す
よ
。

ホトトギス
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中
学
生
・
友
好

親
善
訪
中
感
想
文
③
 

市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
の
「
中
学
生
・
教
育
関
係
者
友
好

親
善
訪
中
団
」
で
、
市
内
の
中
学
生
六
名
が
日
中
友
好
親
善
の
交
流

を
深
め
帰
国
し
ま
し
た
の
で
、
感
想
文
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
o
 

「親
善
旅
行
に
参
加
し
て
」
 

五
三
中

ニ
年
 

葛
 
西
 
玲
 
美
 

こ
の
た
び
市
制
四
十
周
年
記
念

事
業
の
ー
つ
で
あ
る
中
学
生
の
友

好
親
善
訪
中
団
に
参
加
し
、
中
国
 

北京「樹人学校」 
へ
の
旅
を
し
て
き
ま
し
た
。
歴
史

の
教
科
書
と
か
テ
レ
ビ
で
し
か
知

ら
な
い
国
へ
の
旅
で
し
た
の
で
大

変
不
安
で
し
た
。
 

初
め
て
行
っ
た
の
は
、
樹

人
学
校
と
い
う
中
国
で
は
数

少
な
い
私
立
の
学
校
で
し
た
。
 

そ
の
学
校
で
は
算
数
の
勉
強

や
、
中
国
の
お
ど
り
を
見
せ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
 

そ
の
お
れ
い
と
し
て
私
達
も
、
 

歌
を
歌
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
に
、
中
国
の
生
徒
と
友
好

を
深
め
て
く
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
 

唯
一
の
楽
し
み
だ
っ
た
万
 

里
の
長
城
は
、
も
の
す
ご
い
高
さ

で
、
足
が
す
く
み
そ
う
で
し
た
。
 

あ
る
程
度
し
か
登
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
私
の
考
え
て
い
た
万
里
の

長
城
よ
り
、
は
る
か
に
す
ば
ら
し

い
と
い
う
の
が
実
感
で
し
た
。
 そ

れ
に
本
場
の
中
国
料
理
は
日
本
で

は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
く
ら

い
お
い
し
い
味
で
、
私
は
最
初
、
 

め
ず
ら
し
い
食
べ
物
と
し
か
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
考
え
て

い
た
よ
り
ず
っ
と
ち
が
う
も
の
で
、
 

肉
で
も
ち
ゃ
ん
と
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
言
葉
は
通
じ
な
い

の
が
あ
た
り
ま
え
な
の
で
「
あ
り

が
と
う
」
（
謝
謝）
「こ
ん
に
ち
は
」
 

（称
好
）
を覚
え
使
っ
た
こ
と
、
ホ

テ
ル
で
は
英
語
が
通
じ
た
の
で
、
 

な
れ
な
い
英
語
を
一
生
懸
命
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
ま
じ
え
て
使
い
、な
ん

と
か
意
志
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
よ
い経
験
で
し
た
。こ
の
よ

う
に
今
ま
で
経
験
し
た
事
の
な
い

こ
の
旅
行
で
、
学
ん
だ
こ
と
な
ど

を
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
や
勉
強
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
に
協
力
し
て
く
れ
た

父
や
母
に成
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

平成6年12月15日 ‘1 

企業側は「やる気のある人」を 

求めています。 

一
 

一
 

「高
卒
者
の
 

地
元
就
職
採
用
を

ー
己
 

市
誘
致
企
業
十
九
社
へ
要
望
 

来
春
高
校
を
卒
業
す
る
県
内
就

職
希
望
者
は
五
百
八
人
。
こ
の
う

ち
、
就
職
の
内
定
の
通
知
を
受
け

た
生
徒
は
七
十
七
人
と
、
厳
し
い

就
職
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

市
で
は
十
一
月
七
日
、
市
の
誘
致

企
業
と
の
懇
談
会
を
開
催
、
誘
致

企
業
十
九
社
に
対
し
、
五
所
川
原

市

（
佐々

木
市
長
）
、五
所
川
原
公

共
職
業
安
定
所
（
武
田
啓司
所
長
）
、
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
（
川
村
恒
 
 

儀
会
頭
）
の
三
者
連
名
で
雇
用
拡

大
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
 

出
席
し
た
企
業
側
十
二
社
の
、
 

人
事
担
当
者
は
、
努
力
は
し
ま
す

が
、
と
、
製
造
業
界
の
厳
し
い
現

状
を
訴
え
、
特
に
地
元
雇
用
と
い

う
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
全
国
的

な
レ
ベ
ル
で
、
個
性
的
な
、
や
る

気
の
あ
る
優
秀
な
人
材
で
あ
れ
ば

積
極
的
に
採
用
し
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

「
高
卒
者
の

地
元
就
職
採
用
を

l
J」

市
誘
致
企
業
十
九
社
ヘ
要
望

』
米
春
庁
川
校
を
卒
業
す
る
県
内
就

職
希
噌
行
は
五
百
八
人
。
こ
の
う

ち
、
就
職
の
内
定
の
通
知
を
交
け

た
生
徒
は
じ
卜
じ
人
と
、
厳
し
い

就
職
慨
と
な

っ
で
い
る
こ
と
か
ら

市
で
は
卜

一
川
じ
目
、
市
の
誘
致

企
業
と
の
懇
談
会
を
開
催
、
誘
致

企
業
卜
九
社
に
付
し
、
五
所
川
原

市

(佐
々
木
市
長
)、
丘
所
川
原
公

共
職
業
安
定
所
(武
田
砕
司
所
長
)、

丘
所
川
原
商
工
会
議
所

(川
村
阿

儀
会
頭
)
のご
一弁
連
名
で
ぽ
川
拡

大
の
要
望
k
y
v
-
m
N
山
し
ま
し
た
。

出
府
し
た
企
業
側
卜
‘

一社
の
、

人
恨
州
一
心
当
行
は
、
努
力
は
し
ま
す

が
、
と
、
製
造
業
界
の
厳
し
い
射

状
を
訴
え
、
特
に
地
ぺ
雇
用
と
い

う
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
全
国
的

な
レ
ベ
ル
で
、
個
性
的
な
、
や
る

気
の
あ
る
優
秀
な
人
材
で
あ
れ
ば

秘
極
的
に
探
旧
し
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

企業側は「やる気のある人」を

求めています。

中
学
生
・
友
好
親
善
訪
中
感
想
文
③

市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
の

「中
学
生
・
教
育
関
係
者
友
好

親
善
訪
中
団
」
で
、
市
内
の
中
学
生
六
名
が
日
中
友
好
親
善
の
交
流

を
深
め
帰
国
し
ま
し
た
の
で
、
感
想
文
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
た
び
市
制
問
卜
同
年
記
念

惇
業
の

-つ
で
あ
る
中
学
生
の
友

好
脱
浮
訪
小
同
に
参
加
し
、
中
国 「

親
善
旅
行
に
参
加
し
て
」

五
三
中
二
年

葛

西

玲

美

へ
の
旅
を
し
で
き
ま
し
た
。
阪山人

の
教
科
占
と
か
テ
レ
ビ
で
し
か
知

ら
な
い
国
へ
の
旅
で
し
た
の
で
大

変
不
安
で
し
た
。

初
め
て
行

っ
た
の
は
、
樹

入
学
校
と
い
う
中
国
で
は
数

少
な
い
私
立
の
学
校
で
し
た
。

そ
の
学
校
で
は
算
数
の
勉
強

ゃ、

中
国
の
お
ど
り
を
見
せ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

そ
の
お
れ
い
と
し
て
私
達
も
、

歌
を
歌
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
に
、
中
国
の
生
徒
と
友
好

を
深
め
て
く
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

唯

一
の
楽
し
み
だ

っ
た
万

北京 「樹人学校」

出
の
長
城
は
、
も
の
す
ご
い
古
川
さ

で
、
足
が
す
く
み
そ
う
で
し
た
。

あ
る
程
度
し
か
登
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
私
の
与
え
て
い
た
万
里
の

長
城
よ
り
、
は
る
か
に
す
ば
ら
し

い
と
い
う
の
が
実
感
で
し
た
。
そ

れ
に
本
場
の
中
国
料
珂
は
U
本
で

は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
く
ら

い
お
い
し
い
味
で
、
私
は
最
初
、

め
ず
ら
し
い
食
べ
物
と
し
か
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
考
え
て

い
た
よ
り
ず

っ
と
ち
が
う
も
の
で
、

肉
で
も
ち
ゃ
ん
と
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。丑一
同
山
県
は
通
じ
な
い

の
が
あ
た
り
ま
え
な
の
で
「
あ
り

が
と
う
」

(謝
謝
)
「
こ
ん
に
ち
は
」

(体
好
)を
党
え
使

っ
た
こ
と
、
ホ

テ
ル
で
は
英
語
が
通
じ
た
の
で
、

な
れ
な
い
英
語
を

一
宝
懸
命
ジ

ェ

ス
チ
ャ
ー
を
ま
じ
え
て
使
い
、
な
ん

と
か
な
志
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
よ
い
経
験
で
し
た
。
こ
の
よ

う
に
今
ま
で
経
験
し
た
事
の
な
い

こ
の
旅
行
で
、
学
ん
だ
こ
と
な
ど

を
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
や
勉
強
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
協
力
し
て
く
れ
た

父
や
母
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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社
会
福
祉
功
労
者
な
ど
を
表
彰
 

第
三
十
七
回
市
社
会
福
祉
大
A
不
 

地
域
産
業

の
高
度
化
の
た

め
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

産
業
技
術
高
度
化
振
興
会
が
設
立
ノ
 

市
で
は
十
一
月
二
十
四
日
、
中

央
公
民
館
で
 
「豊
か
な
地
域
福
祉
 

「今
、
奥
津
軽
は
ロ
マ
ン
か
い

っ
ぱ
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
六
回
 
 

を
め
ぎ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
第

三
十
七
回
市
社
会
福
祉
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
市
民
の
福
祉
に
対

す
る
意
識
e
高
揚
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
に
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

や
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協

議
会
な
ど
と
共
催
で
開
い
て
い
る

も
の
で
、
会
場
に
は
市
民
約
二
百

五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

津
軽
半
島
・
五
所川
原
観
光
物
産

展
（
食
品
の部
）
が
、十
一
月
十
八

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の六
日
間
、
 

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
の
藤
崎
デ

パ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
物
産
展
は
、
津
軽
半
島
で

生
産
さ
れ
た
農
水
産
物
・
加
工
品

な
ど
の
普
及
と
観
光
を
紹
介
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
五
所
川
原
市
と

五
所
川
原
商
工
会
議
所
が
西
北
五

物
産
観
光
展
運
営
協
議
会
な
ど
の
 

大
会
で
は
、
木
造
町
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ァ
連
絡
協
議
会
の
館
山
潤
蔵
会

長
の
 
「だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
講

演
に
続
き
、
社
会
福
祉
に
功
労
の

あ
っ
た
葛
西
富
蔵
さ
ん

（柳
町
）
 

な
ど
三
十
六
個
人
、
三
十
団
体
に

表
彰
状
、
感
謝
状
を
贈
り
、
被
表

彰
者
を
代
表
し
て
前
田
義
則
さ
ん
 

（
梅
田
・
福
浦
）
が
 
「本
日
の
栄

誉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
と

も
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
く
し
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

後
援
に
よ
り
、
毎
年
こ
の
時
期
に

仙
台
市
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で

十
九
、
二
十
日
に
は
、
藤
崎
デ
パ
 

ー
ト
前
で
、
ミ
ス
津
軽
平
野
の
葛

西
里
美
さ
ん
、
境
谷
博
美
さ
ん
、
 

工
藤
咲
子
さ
ん
が
川
口
亀
十
郎
収

入
役
ら
市
職
員
と
チ
ー7
ン
の
配
布

や
、
五
能
線
・
津
軽鉄
道
駅
名
当

て
ク
イ
ズ
な
ど
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
 

ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
物
産
展
会
場
の
地
階
食

品
街
催
事
場
で
は
、農
水
産
物
・加

工
品
な
ど
が
展
示
即
売
さ
れ
、
連

日
津
軽
の
味
を
求
め
る
大
勢
の
買

い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

当
市
に
あ
る
東
北
で
わ
ず
か
三

校
、
県
内
唯

一
の
労
働
省
所
管

一

年
制
工
科
系
青
森
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
（
戸
沢
一
光
校
長
）
 

の
支
援
と
活
用
を
図
る
た
め
、
県

内
地
場
企
業
、
誘
致
企
業
及
び
諸

団
体
の
代
表
者
ら
が
中
心
と
な
っ

た
産
業
技
術
高
度
化
振
興
会
の
設

立
総
会
が
十

一
月
十
六
日
市
内
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

設
立
総
会
に
は
、
青
森
県
知
事
 

（代
理
）
、青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
 

（会
員
募
集
中
）
 

ス
圏
域
の
八
市
町
村
長
や
県
内
の

産
業
界
等
四
十
九
人
（
会
員
六
十

九
団
体
）
が
出
席
し
、
会
長
に
五

所
川
原
商
工
会
議
所
の
川
村
恒
儀

会
頭
を
選
任
し
ま
し
た
。
 

同
振
興
会
は
、
今
年
開
校
十
周

年
を
迎
え
た
同
校
を
活
用
し
て
産
 

・

学
・
官

一
体
と
な
っ
て
地
域
産

業
の
技
術
高
度
化
を
図
る
た
め
、
 

共
同
研
究
、
委
託
研
究
、
技
術
援

助
等
の
技
術
開
発
事
業
、
更
に
は

産
業
技
術
に
関
す
る
技
術
講
演
会

事
業
等
を
積
極
的
に
展
開
し
、
地

域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
し
た
も
の
で
、
会

員
数
二
百
社
を
目
指
し
活
動
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

マ
間
い
合
わ
せ
先
 
青
森
職
業
能

力
開
発
短
期
大
学
校
 

開
発
援
助
課
参

モ
ー「
三
〇
ー
 

マ
会
員
の
申
し
込
み
先
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
 

振
興
課
 胃
三
五
ー二
一
二
一
 

『
 

被表彰者を代表して 
謝辞を述べる前田義則さん 

観光キャンペーンを行う 
ミス津軽平野のみなさん 

五
所
川
原
と
津
軽
半
島
を
P
R
 

ー
 

仙
台
市
で
観
光
物
産
展
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社
会
福
祉
功
労
者
な
ど
を
表
彰
i
」

第
三
十
七
回
市
社
会
福
祉
大
会
L

市
で
は
卜

一
川
二
卜
阿
川
、
中

央
公
民
館
で
「
立
か
な
地
域
福
祉被表彰者を代表して

謝辞を述べる前田義則さん

を
め
ざ
し
て
」
を
テ
l
マ
に
、
第

三
ト
ヒ
田
市
社
会
福
祉
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
市
民
の
福
祉
に
対

す
る
意
識
の
高
槻
を
は
か
る
こ
と

を
H
的
に、

市
社
会
福
祉
協
議
会

や
市
民
生
委
員
山
主
委
員
述
絡
協

議
会
な
ど
と
共
催
で
聞
い
て
い
る

も
の
で
、
会
場
に
は
市
民
約
二
斤

バ
卜
人
が
山
席
し
ま
し
た
。

五
所
JII 
原

仙主
号重
男事
zz 
「?

「
今
、
奥
沖
粍
は
ロ
マ
ン
が
い

つ
は
い
」
を
テ
l
マ
に
、
第
六
回観光キャンぺーンを行う

ミス津軽平野のみなさん

市
佐
官
「
島

・
丘
所
川
原
観
光
物
産

展
(
食
品
の
部
)
が
、
十

一
月
十
八

円
か
ら
二
十
ベ
日
ま
で
の
六
日
川、

仙
台
市
青
葉
区

一
書
町
の
藤
崎
デ

パ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
物
産
展
は
、
津
軽
半
島
で

生
産
さ
れ
た
農
水
産
物

・
加
工
品

な
ど
の
普
及
と
観
光
を
紹
介
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
五
所
川
原
市
と

五
所
川
原
商
工
会
議
所
が
丙
北
五

物
産
観
光
展
運
営
協
議
会
な
ど
の

大
会
で
は
、
木
造
町
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
館
山
潤
成
会

長
の
「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
持
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
講

演
に
続
き
、
社
会
福
祉
に
功
労
の

あ
っ
た
応
丙
富
蔵
さ
ん

(柳
町
)

な
ど
三
卜
六
個
人
、

三
卜
団
体
に

表
彰
状
、
感
謝
状
を
贈
り
、
被
表

彰
お
を
代
表
し
て
前
旧
義
則
さ
ん

(仰
田

・
福
浦
)
が
「
木
川
の
栄

誉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
と

も
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
く
し
た

い
」
と
謝
昨
を
述
べ
ま
し
た
。

後
般
に
よ
り
、
毎
年
こ
の
時
期
に

仙
台
市
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で

卜
九
、

二
卜
刊
に
は
、
雌
崎
デ
パ

ー
ト
前
で
、
ミ
ス
沖
佐
平
野
の
砧

西
宝
美
さ
ん
、
境
谷
博
美
さ
ん
、

工
藤
咲
子
さ
ん
が
川
口
亀
卜
郎
収

入
役
ら
市
職
員
と
チ
ラ
シ
の
配
布

や
、
丘
能
線

・
池
峰
鉄
道
駅
名
当

て
ク
イ
ズ
な
ど
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
物
産
展
会
場
の
地
階
食

品
街
催
呪
場
で
は
、
農
水
産
物
・
加

工
品
な
ど
が
展
示
即
売
さ
れ
、
連

日
津
軽
の
昧
を
求
め
る
大
勢
の
買

い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

地
域
産
業
の
高
度
化
の
た
め

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

産
業
技
術
高
度
化
振
興
会
が
設
立

f

当
市
に
あ
る
京
北
で
わ
ず
か
三

校
、
川
町
内
唯
一
の
労
働
省
所
作
二

年
制
工
科
系
青
森
峨
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校

(一
戸
沢
-
光
校
長
)

の
支
段
と
活
用
を
図
る
た
め
、
県

内
地
場
企
業
、

誘
致
企
業
及
び
諸

国
体
の
代
表
有
ら
が
中
心
と
な

っ

た
産
業
技
術
高
度
化
振
興
会
の
設

立
総
会
が
卜

一
月
卜
六
日
市
内
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
総
会
に
は
、
青
森
県
知
事

(代
理
)、
占
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ

(会
員
募
集
中
)

ス
圏
域
の
八
市
町
村
長
や
県
内
の

産
業
界
等
四
卜
九
人

(
会
員
六
ト

九
団
体
)
が
山
席
し
、
会
長
に
五

所
川
原
商
工
会
議
所
の
川
村
恒
儀

会
頭
を
選
任
し
ま
し
た
。

同
振
興
会
は
、
今
年
開
校
卜
周

年
を
迎
え
た
同
校
を
附
則
し
て
産

.
学

・
官

一
体
と
な

っ
て
地
域
産

業
の
技
術
高
度
化
を
阿
る
た
め
、

共
同
研
究
、
委
託
研
究
、
技
術
援

助
等
の
技
術
開
発
事
業
、
更
に
は

産
業
技
術
に
関
す
る
技
術
講
演
会

事
業
等
を
積
極
的
に
展
開
し
、
地

域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
し
た
も
の
で
、
会

員
数
二
百
社
を
目
指
し
活
動
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

V
問
い
合
わ
せ
先

青
森
職
業
能

力
開
発
短
期
大
学
校

開
発
援
助
課

宮
三
七
l

三
ニ
O

V
会
員
の
申
し
込
み
先

五
所
川
原
商
工
会
議
所

振
興
課

宮
三
丘
l

一
二
二
一
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滋
影
 

蕪

薦

●
婆
ム
 

会
場

か
ら
は
盛
ん

な
拍
手
が
 

'
J士

一月
四
日
、
ふ
る
さ
と
交
流

圏
民
セ
ン
タ
ー
で
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
 

エ
ン
作
曲
「
交
響
曲
第
九
番
ニ
短

調
合
唱
付
き
」
 
の
演奏
会
が
開
か

れ
、
市
民
ら
が
練
習
を
重
ね
た
合

唱
の
成
果
を
晴
れ
や
か
に
披
露
し

ま
し
た
。
 

演
奏
会
は
「
奥
津
軽
に
“
第
九
）
 

を
ひ
び
か
せ
る
会
」
が
、
ふ
る
さ

と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
完
成
の
記

念
の
年
に
“
第
九
）
を
歌
お
う
と
、
 

西
北
五
地
方
の
人
達
に
呼
び
掛
け

て
実
現
さ
せ
た
も
の
で
す
。
 

演
奏
は
、
青
森
市
民
交
響
楽
団

の
七
十
四
人
で
、
合
唱
は
「
奥
津

軽
に
“
第
九
）
を
ひ
び
か
せ
る
会
」
 

百
二
十
人
の
ほ
か
、
青
森
市
な
ど

か
ら
五
十
人
余
り
が
応
援
出
演
し
、
 

最
終
楽
章
で
は
、
力
強
い
歓
喜
の

歌
声
を
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
い
っ

ぱ
い
に
響
か
せ
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
、
約
千
三
百
人
の
聴

衆
が
訪
れ
、
外
の
寒
さ
を
忘
れ
さ

せ
る
よ
う
な
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏

と
合
唱
に
、
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
 

更新時講習の受講免除 自動車等運転者特定任意講習 

青森県公安委員会では、更新時講習を受けた

ものとみなす講習として実施してきた「日特別講

習を改正し、 「自動車運転者特定任意講習」 と

して平成 6 年11月 1日から実施することとしま

した。 

． こ（7×溝習を受講しますと、 

〇自動車等の運転に関する知識の向上が図ら

れる。 

〇―年以内の更新予定者は、更新時講習が免

除される。 

〇更新時以外に講習日程が自分の都合によっ

て選択できる。 

などのメリ ッ トがあります。 

講習は、次の要領で青森県交通安全協会の専

門の講師が実施します。 市民の皆様多数の受講

申し込みをお願いいたします。 

レ受講対象者 地域、職場、生活環境等に照ら

し、 自動車又は原動機自転車の運転に関して

ほぼ共通の条科二下にあるもの（本県公安委員

会の管轄する区域内に住戸斤地があるものだけ

に限らない )o 

具体的には、地域単位、会社二・官公庁・企業 

の単位、交通安全協会支部・青年部・婦人部 

・高齢者等の単位となります。 

レ講習実施日 受講者の希望する日 （曜日にか 

かわらず）のおおむね午前10時～午後 9 時ま 

でて乃間 

レ実施場所 公民館、集会場、会ネ土の会議室等 

講習に適した施設。 

レ講習時間 2 時間 

レ講習手数料 1,700円（県証紙） で納入 

レ講習内容 

・運転適性診断と個別指導 

●危険予測デスカッショ ン 

●交通安全ビデオによる実践的運転方法の教 

示など 

レ受講手続き 

●受講希望日の 2 カ月前までに、受講希望の

代表者が警察署又は各地区交通安全協会に

受講申し込み書を提出 

●講習当日に会場で受講手数料を納入 

※間い合わせ先 

五所川原警察署交通課 雷 35 - 2141 
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-
二
川
問
日
、
ふ
る
さ
と
交
流

閤
民
セ
ン
タ
ー
で
、
べ

l
卜

l
ヴ

会
場
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が

エ
ン
作
曲
「
交
響
曲
第
九
砕
ニ
短

調
介
川
付
き
」
の
演
奏
会
が
聞
か

れ
、
市
民
ら
が
練
習
円
を
重
ね
た
合

川
の
成
果
を
昨
れ
や
か
に
披
践
し

ま
し
た
。

演
梓
究
会
は
「
奥
津
軽
に
H

第
九
H

を
ひ
び
か
せ
る
会
」
が
、
ふ
る
さ

と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
完
成
の
記

念
の
年
に
H

第
九
H

を
歌
お
う
と
、

阿
北
五
地
方
の
人
達
に
呼
び
掛
け

て
実
現
さ
せ
た
も
の
で
す
。

演
奏
は
、
青
森
市
民
交
科
楽
団

の
ヒ
十
間
人
で、

A
円附
は
「
奥
沖

峰
に
H

第
九
二
乞
ひ
び
か
せ
る
会
」

斤
二
卜
人
の
ほ
か
、
青
森
市
な
ど

か
ら
五
卜
人
余
り
が
応
閉
館
山
演
し、

最
終
楽
章
で
は
、
力
強
い
歓
喜
の

枇
戸
を
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
l
ル
い

っ

ぱ
い
に
仰
い
U

か
せ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
約
千
三
百
人
の
聴

衆
が
訪
れ
、
外
の
寒
さ
を
忘
れ
さ

せ
る
よ
う
な
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏

と
合
附
に
、
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

E幽孟蓄量醤薗週昌造孟韮孟亙芸品函撞重主主彊
の単位、交通安全協会支部 ・汗{I三宮15./;:叶入荷15

.出齢-fi等の単位となります。

1>講習実施日 受，1位行ーの希望する 11 (IlMIIIこか

かわらず)のおおむね午前10時 ~午後 9/1キま

での問

1>実施場所 公民館、集会局、会社の会議室等

品開に適した胞設。

1>講習時間 211、子問

1>講習手数料 1，700f'1 

1>講習内容

.:i豆伝適性診断とfl司別指導

・危険予測デスカ ッション

・交通安全ビデオによる実践的運似万法の教

九ミなとか

1>受講手続き

・受講希望11の 2ヵ月前までに、受，1待希望の

代表書が符察特又は各地|メ交通安全協会に

受 11符 rll し込み，I.f を 1~ ，'I'，

. ，:tl~ 'ì'->I~ 111こ会場で受講 手数料を納入

で納入CLY，訓ヌ武)

6 

を宮 35 -2141 

'1>:1&61ド12刈1511

※問い合わせ先

五所川原聖子察将交通課

汗森県公安委員会では、吏新H昨、主打F講予科?を受けた

ものとみなす，1潟l昨t仰予円?として3実さ施してきた旧特別J

予胃守を改正し、 「自動車運転行特定任芯，:tli-'i'-'iJ と

して平成 6年 11月 1円から実施することとしま

した。

この講押を受講しますと、

0 自動車等の運転に関する知識の向上が図ら

れる。

0一年以内の更 新予定者は、更新時講習が免

除される。

0更新時以外に講習日程が自分の都合によっ

て選択できる。

などのメリ y トカずありますー。

溝手車は、次の要帝王iで青森県交通安全協会の押

門の講師が実施します。 市民の管様多数の受講

巾し込みをお願いいたします。

1>受講対象者地域、職場、生活環境等にl!(1ら

し、自動車又は原動機自t阪市の運伝に関し で

ほぼ共通の条件 FIこあるもの(本県公安委只

会の管申書する区域内 に住所地 があるものだけ

に限らない)。

具体的には、地域単住、 会社 ・宵公庁 ・企業



平成 7 年度 

看護学生募集 
市立高等看護学院 

ン募集人員 40名 

レ修業年限 

3年（ただし、第 3学年は臨床実習とし 

ます。） 

＞入学資格 

准看護婦（士）で、次のいずれかに該当 

する人。 

(1）免許取得後、 3年以上看護業務に 

従事した人。 

（平成7 年 3月で3年就業終了見 

込みの人を含む。） 

(2）高等学校卒業者（平I戎 7 年 3月卒 

業見込みの人を含む。） 

(3）高等学校衛生看護科卒業者（平成 

7 年 3 月卒業見込み-c）人を含む。） 

ン願書受付期間 

平成 7 年1月 4 日（水）~1月12日（木） 

（ただし、土・日曜日を除く。） 

ン試験期日 

平I戎 7年 2月 1日 （水） 

＞試験科目 

社会、国語、英語、看護学、作文、面接 

ン願書受付場所・試験会場及び問い合わせ 

市立高等看護学院 

布屋田丁41 電 34-2 7 1 5 

★空き f」コ「以タトのものは、入れないでくださし、 

★ドロがついたり、水分の入っている空き缶 ， 

は、 きれいにしてから入れてください。 

★つぶれた空き缶は、絶対に入れノないでくだ 

さレ、。 

問い合わせ 保健環境課（内線 269) 

空
き
缶

回
収
機
 

く
う
か

ん
鳥
 

除排雪作業にご協力を．ノ 
円滑な作業をすすめるために 

次の事項のご協力をお願いします。 

1．路上駐車‘ましないでくださし、。（危険を伴います。） 

2．道路に雪を捨てないでください。 （円滑な交

通確保の妨げになります。） 

3．歩道の雪は車道の路肩に積み上げてください。 

4．路上の鉄板及び自動販売機等は撤去するなど

安全な場所に移動してください。 

5．危険箇所には標識等を設置してください。 

6．作業中の除排雪車両には近寄らないでくださ

い。（作業中は前進後退を繰り返す場合が多く、 

巻き込まれるおそれがあり危険です。） 

7,ゴミは指定した日時と場所を守って出してく

ださレ、。 

問い合わせ 五所川原市除排雪対策本部（広田

字柳沼 3 番地 1号、客35-4321." 35-4322番） 
, 

空き缶回収機を設置しました 缶回収機を設置しました（空き缶回収にご協力くだぎ晋門 
市で1ま12月 1日より、 資I原の再利月打ヒとごみ

の減量化並びにごみ問題に対する市民の関心を

高めるため、空き缶回」I又機（くうかん鳥）を設

置しましたので、家庭て澄三じた空き缶や、道路

等に「ポイ捨て」 されている空き缶の回収にご

協力ください。 

設置場所 庁舎正面玄関 

稼イ動日寺間 8時30分～16日寺45分まて了 

（勤務時間内） 

（く》空き缶 1缶につき 『補助券』 がでます。 

・アノレミニニウム缶 1缶につき 2 枚 

・スチール製 1缶につき 1枚 

@）『補助券』 60枚を貼った 『補助券台糸氏』 3枚 

で100円の図書券と交換できます。 

び補助券台紙』 は保健環境課にありますのて二 

勤務時間内に交イ寸を受けてください。） 

注★投入できる缶は135mQ から500mQ までの飲半十 

用（ジュース・ビール）空き缶です。 

7 平成 6年12月15日 

除排雪作業にご協力を/
円滑な作業をすすめるために

次の事項のご協力をお願いします。

1.路卜ー駐車はしないでください。(危険をfれ、ます。)

2.道路に勺を耕てないでください。 (r'J i1'J'なうど
通イitti保の妨げになります。)
3歩道の叶?は車道の路川に砧み 1'.げてくだ‘さい。

4.路上の鉄板及び自動l以72機等は撤去するなど

安全な場所に移動してください。

5.危険筒所には標識等を，没1~'1': してくだ さい。

6.作業中め除1)1戸17車両;iには近寄らないでくださ

い。(作業'-1'は liij進後退を繰り返す場合が多く 、
巻き込まれるおそれがあり危険です。)

7 ゴミは持定した口11，'1'と場所をぐl'って川してく

ださい。

問い合わせ 五所川原市除排勺対策本部(広111

字柳fr-i3布二地 1号、 宮 35-4321、宮35-4322訴)

-_ ， 
一 /ー-(/ 
'ー'. -
司(

〆_，..~. ~ 
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じ〉募集人員 40:i<， 

b修業年限

3 年(ただし、 ~"5 3学年は臨床尖習とし

ます。)

b入学資格

准者一誰!I."i (J:)で、次のいずれかに該当

する人。

(1)免許取引後、 3年以上看護業務に

従白lfした人。

(平成 7年 3月で3年就業終了見

込みの人を含む。)

( 2) 高等学校卒業者(平成 7年 3刀卒

また:凡込みの人を含む。)

(3 )尚等学校衛生罰誰科卒業者(平成

7年 3)-) 卒業凡込みの人を含む。)

仁〉願書受付期間

平成7年 1月 4FI (水)~ 1月12日(木)

(ただし、土 ・日1I?i1口を除く。)

b試験期日

平成7年 2刀 1円(水)

b試験科目

社会、国語、英語、芳子護学、作文、而接

仁>願書受付場所・試験会場及び問い合わせ

市立同等箭護学院

布陣rU]'41 宮 34-2715

空き缶回収機を設置しました (空き缶凶収にご協力ください)
，Iiでは12TJ1 ，1より、資11);(の再利月!化とごみ
の減号化技びにごみInJ凶に刻する，1)L"I!:の|共l心を

I r-o J めるため、~宅きMI " I収機(くうかんμ) を 1没

-1i" I~ し ましたので、 家庭で作じた~Iてきイ 1 ;'や、 ill路

等に「ホイ捨て」され て いる雫きf日の1"1収 にこ

協力ください。

設置場所 庁舎TIう而~ ，共l

稼働時間 8 叫30分~16rl，'j'45分まで

(勤務H子川 内)

。雫き{Ji-1 {r;'につき 『布IiJJ)J券」 がでます。

・アルミニウムイr;-1 {r;-につき 2枚

・スチーノレ製 1{I;'につき 1枚

。 E宇IIi助券dI60枚をP'，Jiった『宇IIi助券台紙dI 3~女

で1001'Jの|火11!?券と交換できます。

(Iï'布Ii肋券fT紙」 は保仙~jJ~訓にありますので

勤務n.'J'II¥J内に交付を受けてください。)
It女投入できる{r;・は135meから500meまでの飲料
!Il(ジュース ・ビーノレ) 空き析です。

7 ，!e)点61J'-12月15日

女 主きイ行以外のものは、入れないでくださレ、。

女 ドロがついたり、 /K分の入っている空き{l;-
は、 きれいにしてから入れてください。

女つぶれた争:きイIfは、絶対に人れないでくだ

さレ、。

問い合わせ 保健関坑説(内線 269)

空
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ク水は地球の命です．ク 

「初心者スキー講習会」 
日時 平成 7年1月15日（日） 

午前10時から午後 3 時まて二 

場所 勤労者野外活動施設（狼野長根公園） 

受講資格 小学生以上 受講無料 

講師 h所川原市スキー協会指導員 

申し込み締め切り 当日午前 9時30分まで 

そのf也 スキー用具、昼食各自持参 

（貸スキー有半I) 

申し込み先 『か考者野外拒1動施設（月曜休館日） 

容 29 - 3631 

第 6回 

スポーツ医事相談室の開設 
スポーツ選手や愛好者でスホーツ障害や健康

管理についてスポーツドクターの指導助言を受

けたい方のために、 次のとおり第 6 回スポーりノ

医事相言炎室を開設しますのでお気軽にご利用く

ださい。 

ン日時 1月19日（木）・ 1月26日（木） 

2月 2 日（木） 

午後 3時～ 511寺 

レ場所 市保健センター（市働く婦人の家） 

ン主催 市教育委員会・i有体育協会・北五医師

会（スポーツ委員会） 

）主管 市教育委員会 

レ申し込み先 市教育委員会生涯スポー,Jノ課内 

事務局雪35 - 2111 内線 248 

ン申し込み締め切り 」I勺或 7 年1月12日（二木） 

＞そのf也 D相詔掛斗は無半斗です。 

2）事務局に申し込み用紙があります

のでご言己入のうえ提出してくださし、 

年末年始の犯罪 
及び事故の防止 

実施期間〈l罷渚標織「 )22日間 
活動重点 

①年木・年始において特に警戒を要する 

犯罪の取締り 

②少年非行と福祉犯被害の防止 

③暴力団の取締り 

@）交通事故の防止及び交通渋滞の緩和 

⑤雑踏事故の防止 

五所川原地区暴力追放推進協議会 
五 所 川 原 警 察 署 

市役所 容35- 2111 

水道管の凍結にご注意を，ク 
	 一市水道‘J 業所一 

これノから、 日毎に寒さが厳しくなると水道管

の凍結や破裂事故が多く発生します。 

とくに気温がマイナス摂氏 4 度以下になると、 

防寒等の不完全なものは凍結したり、破裂する

ことがありますので次のことに注意してくださ

レ、。 

レ水抜栓・不凍栓を備え付けの場合 

長い間家を空けるようなときや就寝前には

必ず水抜栓・不凍栓のハンドルをしっかり」上

まるまで閉め、蛇口を一」不に開いてください。 

ン電熱ヒーター利用の場合 

ネス’ミの害を防ぐため、立ち上がり部分を 

ーー ボックスで囲むようにしーてください。 

て レむき出しの管や、屋外に蛇口がある場合 

蛇口や水道管の立ち上がりなどの露出部分

に、保温材（毛布類・コモ等）を巻き付ける

ようにしてください。 

もしも 
凍らせてしまったら 

軽い凍結の修理の仕方 

〇凍結したときは、露出している管（保温筒な

どは取りはずす）や、蛇口などにタオルかそご

うきんを巻きつけ、その上からお湯をゆっく

りかけると、軽い凍結ですと水が出るように

なりま・す。 

直接熱湯をかけたり、直火を当てたり、また

電気を直接流す解氷などは、蛇口の破裂や火

災の危険がありますので十分ご注意ください。 

く）それでも解けないときは、お近くの市指定水 

． 道工事店にお申し込みくださレ、。 

※凍結防止の放水は・やめてください。 

凍結防止のため水を出しっ放しにすると、 

メーターがI欠第に上がり、春の検針精算の際、 

半斗金にハネ返り思わぬ支出となりますので、 

放水はやめてください。 

平成 6年12月15日 8 

じ水道管の凍結にご注意を
=市水道事業所=__j

これから、1-1卸にみ:さが厳しくなると水道付

の出紡や破裂すC故が多く発生します。

とくに試71utが 7 イナス十:lt氏 4J.ll:以下になると、

!山本等の不完全なものは凶作fjしたり、似裂する

ことがありますので次のことに作立してくださ

レ、。

[> 71<擁栓・不;東栓を備え付けの場合

長い川家を空けるようなときや就叫，iijには

必ず水抜衿 ・不出校のハンドノレをしっかり止

まるまでI.!I-Jめ、蛇1，を一杯にDi4¥t、てく ださい。

[>電熱ヒータ一利用の場合

ネズミの合を|ジjぐため、て/:ち 1__がり部分を

ボックスでDHむよ うにしてください。
仁>むき出しの管や 、屋外に蛇口がある場合

蛇口やノ'Kill1-j;の立ち l二がりなどの出11¥部分

に、保出材(毛布行i・コモ等)を之さき付ける

ようにしてく fごさレ、。

らたつまして
5
せ
パ
ら
L
東
ち
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軽い凍結の修理の仕方

0凍結したときは、蕗11¥している竹(イ」片山信jな

どは取りはずす)や、蛇11などにタオノレかぞ

うきんを巻きつけ、その iてからお湯をゆっく

りかけると、軽い凍結ですと/1<が 111¥るように

なります。

直接熱湯をかけたり、直火を当てたり、また

電気を直接流す解氷などは、蛇口の破裂や火

災の危険がありますので十分ご注意ください。

0それでも解けないときは、お近くの，fi折定水

道 T'J;:r.占におけlし込みください。

※凍結防止の放水はやめてください。

凍結防止のため水を山しっ肱しにすると、

メーターが次第に トーがり、イドの検針 :l'''i t~:の|燃

料金にハネ返り忠わぬ支11¥となりますので、

般7Kはやめてください。

市役所宮35-2111 

「初心者スキー講習会j
回目寺 、 | ζル父 7 ~ド 1 )11511 (11) 

午前1011，'1';6通ら11:後 311 ，'J'まで

場所 勤労行野外川辺I)J胞設(狼型fk相公I~il) 

受講資格 小'γ:ノ1:以 1-- 受訓無料

講師 lJ~所)11 )Ji( d iスキー協会指呼Cil

申し込み締め切り 、'i11 !I:，iij 911.]'30分 まで

その他 スキ-JIJμ、村食作 1'1持 参

(uスキーイ"*:1-)
申し込み先 !iihシJ--('i-野外市まりJJjlli，Bt (J J HN休 tlli11 ) 

宮 29-3631 

[知一ツ医事相談室の開設」
スホーツ選手や愛好--('í-でスホーツ川:~iI下や仏ti.ぷ
竹叫につ いてスホーツドクターの桁 iH.lJJJ， ;-を受

けたいノJのために、次のとおり節 61"1スホーツ

医 'J吋11談室をIJIoJ設しますのでお気'降にと平IJJIIく

fごさし、。

じ〉 日日寺 1J11911(オ.:)・1 ) J 26 11 (--+.:) 

2 ) J 2 11 (--+.:) 

午後 3 時~511 ，'J

じ>場所 di保仙セ ンター Cdi仰Jく/;:，，)人の家)

b主催 di教育委[l会 ・rli体育協会 ・北 1，:10 r:'li 
会(スホーツ委il会)

じ〉主管 ，fi教育委11会

b申し込み先 ，fi教育委以会主l三割lミス ホーツ説内

，);務)"j宮 35-2111 内線 248

じ>申し込み締め切り 平成 7"1'-1)J1211 (本)

仁〉その他 1)相談料は無料です。

2) ，);:務).，jに'1'し込み別紙があります

のでご如人のうえ1;ぶ1¥してください

年末年始の犯罪
及び事故の防止

実施期間(:目立?i?lj木;::
活動重点

①年末 ・年始において特に特戒を裂する

犯非の取締り

②少年，11ミ行と十'J';;J<kdl!.被'，1~ーの日}jJ I :

③暴力F'-Iの取締り

④交通事放の防止及び交通渋滞の緩和

⑤ 雑踏事故の防.IJ:

五所川加地lヌ;地プJ:iuJ放推進協議会
五0T 川以 瞥察;持

半成6'"ド削 15十1 8



L 農業委員選挙人名簿を作成します 有資格者は 
もれなく申請をノ 

, 
    

市の年末年始の業務案内 ―印鑑証明はお早めに― 

    

    

⑨本庁と各支所は、12月29日（木）から 1月 3 H 

（火）まで休みます。 

印鑑言正明などは 3 か月間有効期間がありますー 

ので、必要な方は年末・年始休み前を利用して

くたiさし、。 

ただし、本J宇の」収納課は、 12月29日（木）と30 

「 I（金）は窓口業務を行います。 

⑨西北中央病院は、12月29日（木）から 1月 3 日 

（火）まで休み、 1月 4 日（水）から診療を始めま 

・す。 

⑥水道の故障修理の受付は、五所川原市水道事

業中央管理センター（雪34-9 1 1 1）でわ

います。 

さョ）I図書館‘ま、 12月27日（」大）から 1月 4 日（水）ま

で図書の閲覧と貸し出し業務は行いません。 

⑥市民文化会館、三道会館は、12月28 H（水）か

ら1月 3 日（火）まで、 中央公民館、働く婦人の

家は、12月28日（水）から 1月 4 日（水）まで一I投

開放を行一いません。 

⑨勤労者野外活動施設（狼野長根）は、12月28 

口（水）から 1月 4 口（水）まで一般開放は行いま

せん。 

@）歴史民俗資料館‘ま、 12月27日（火）から 1月 4 

日（水）まで休館。 

@）収納課は、 12月29日（木）と30日（金）は 3時ま

で、窓口業務を行います。 

市農業委員会では、農業委員の選挙人名簿を

作I戎します。 

これは、法律に基づいて1月 1 日現在て片寸わ

れるものです。 

農家のみなさんは「選挙人名簿登載申請書」 

を提出してください。 

選挙人名簿の登載申請用紙は、12月27日ごろ

に行j攻連絡員を通じて各農家に配布します。農

家のみなさんは、 申請書に記入のうえ1月10日

までに行政連絡員にお1li芝しください。 

ン選挙資格のある人 

〇市内に住所があり、10ア＝ル以上の農地を

耕作している人 

0昭和50年4月 1日以前に生まれた満20歳以

上の人て維是家世帯主三と同居している親族 

(6親等内の血族、 3 親等内の姻族） 

安全はスピードダウンとゆとりから 

年末年始の交通安全運動 
由“,廿口自日ノ平成 6年12月15日（木）から、nnh日日 
実施期間〈ニ二二‘マ名ブ二）工（こ二〉 79日間 
フ、こ刀 W7V」口」、平成 7年1月 5 日（木）までノ‘." H IHJ 

運動の重点 ①冬道の安全運乾三の推進 

②飲酒運転の追放 

③シートベルト着用の徹底三 

冬一道 の 安全運転 

工 1割のスヒー ドダウン 土 

工 2 倍 の 車二間 距 離 土 

ェ 3 分 早．め の 出 発＝ 

五所川原市交通安全対策協議会 
五二 所 川 原 警 察 署 

9 平成 6年12月15日  

010アール以上耕作している農業生産法人の 

組合長または社員 

（年間60日以上耕作に従事している人） 

レ記入事項 

①申請者の住所・氏名 

（才甲印してくださレ、） 

②耕作面積 

③選挙権のある世帯員の氏こ名・続柄 

（世帯主からみた続柄を記入） 

④生年月日 

選挙資格のある農家の人はもれなく記入の 

うえ提出して二くださし、。 

申請用紙が配布されなかったり、記入上不 

明な点がありましたら市農業委員会（”内 

線229・230番）へご連絡ください。 

イ 
平成 7年 

新年名刺交換会 

ン日B寺 x1z)戎 7年1月 1日（日）午前11時
＞場所 ホテノレサンルート五所川原 2階

ン会費 3,000円（申し込みと同時に納入

ください。） 

レ申し込み締め切り 12月22日（木） 

レ申し込み先 市総務課または五所川原 

商工会議所 

主 催 五所川原市 

五所川原商：工会議所 

市内農業協同組合懇談会 

	ノ 

, 

市の年末年始の業務案内 1-r:1蜘明はお早めに
。本庁と各支所は、 12)12911 (本)カミら 1)1 3 11 

(火)まで、休みます。

r:1l $!f{~JiI :ly 1 などは 3か)1 /1\1 イ (~jJWI川があります

ので、必、吹ーなんは{I'-)，く ."1 '-始休みliiiを_;fl]川して

くfニさ レ、。

た7だご し、 イ本>:J川Jの1/以χ財f納J杓A拘1.1訓訓J見』

11川(-(令bわ)は窓 l什l;t之於一t正務完を千わJ二います 2
。西北中央病院は、 12)12911 (小:)カミら 1)1311

(火)まで休み、 1)1-111(水)カ通ら"参政を始めま

寸『。

@水道の故障修理の受付は、 1，:1 YiJ III)j( 1 / i /1<辺'J;
業中央竹川!センター(宮 34-9111)で行

います

。 図書館 は、 12)12711 (火)カ通ら 1) 1 4 11 (ノ'_k)ま

で/><:/，'; の Ij~/'此と臼し 1 1\ し業務は千j"\t、ません

。 市民文化会館、三道会館は、 12)12811(木)か

ら 1) 1 3 11 (火)まで、 中央公民館、働く婦人の

家 は、 12)12811 (氷)カ 3ら l)Jzlll(木)まで ー品交

I)I-J放を行いません

。 勤労者野外活動施設 (狼町長十以)は、 12)128

11 (水)から 1)1-111(水)まで--般1m放は千川、ま

刊主)v。

。歴史民俗資料館は、 12)12711 (火)から 1) 1 /[ 

11 (水)まで休航。

。 収納課は、 12)J2911 (本)と30I1 (令)は 311i]'ま

で、窓11業務をわ二います。

l農業委員選挙人名簿を作成します |有資格者はもれなく申請を/
r!i民業委u会では、民業委i主の選挙人::f，鮮を
作成します。

これは、 Wf/tに1，1;づいて 1)J 1 11ろげfで千jわ

れるものです。

J~家のみなさんは「選本人名併校 ，/戎 "1fflll.' :.:J 

を十~/H してください。

選不人::f，0.1，:の設・|者1/1ふりIIMH土、 12)]2711ころ

に行政辿絡11を通じて各民家に配布します。出

家のみなさんは、 qI ;1，';" /:~に，h~人のうえ 1 )11011 

までにわこ政辿栴μにおr肢しください。

じ〉選挙資格のある人

o r/il)サにイ1:所があり、 10アーノレ以 上の山地を
耕作している人

011行平11501，1'--1 ) 1 1 11以，IIiにノ1::まれた尚20l，境以
1--の人で出家il':イ11・i:と/ri!)，'iしている税政

(6組合::内のJU'-版、 3移民i{:F'サの州政)

安全はスピードダウンとゆとりから

年末年始の交通安全運動
平成6年12月15日(木)から

実施期間 ( )22日間
平成7年1月5日(木)まで

運動の重点 ①冬illの安全出転の推進

②飲IVq辺転の迫肱

③シー トベノレトグf則 の徹底

冬道の安全運転

t 1存I1のスピー ドダウ ン 1
t 2 イ子f 0コ工lC/111 lJ'/ i Illf~ t 
t 3 分年めの /1¥ 発 I

五所川以r/i交通交全失j策協議会
J工所川出響終 ;22iL

9 、lelJ)(6 ;1-12Jl 151' 

0 10アーノレ以 / -.耕作している J~業生産法人の

和lイ子長または宇/:U

UI'.II¥J6011以卜μ/:作に従 ・J;している人)

b記入事項

① '/1 ;11'i.fiのイl:J9i-.氏名

(t'Jl I~1lしてくださレ、)

②刺作r(，i，fj_'I 
③ 選-rI色村正のある /11:川:0の氏名 ・統制

( /1叫;'，:i:.からみた続納.を，1"G人)

④I/，{ド)J 11 
選准白栴のある出家の人はもれなく，i"G人の

うえ1Jt':川してください。

'/'，}，' ，'川紙がjIIj~イ1I されなかったり、記入/'.イ〈

iり!な}，'，(がありましたらr/i山業委11会(宮 内

線 229・230訴)へご辿絡ください。

平成7年

新年名刺交換会

じ>日日寺 斗勺J父7{Iミ1JJ 1 /J (f1) !I'，iijllll# 
b場所 ホテノレサンノレート _j，:所川以 21併

じ>会費 3，000/"'1 (1/1し込みと /riJfI与に納入

く t~ さレ、。)

じ>申し込み締め切り 12JJ 22 fl (木)

b申し込み先 市総務制またはゴ工所川出

商 1:会議所

主催 i:J:所川似1/i 

lIJ9T川|似商工会議所

1 I i内民業協同組合懇談会



成人病に関心の 
ある方へ～朗報～一 

増え続ける成人病・・・「どうしてなんだろう」と 

‘思ったことはありませんか？ 

「自分の身を笥ニりたい」「これからも健康でい

たい」 とお考えのあなたへ！ 

病院の先生から、成人病予防のお話があります。 

☆ きっとこれからの生活に 

役立つ部分があるでしょう ☆

高血圧・心臓病・高脂血症のお話 

ン日時 平成6年12月22日 （木） 

午後 1 】 00- 2 】 00 
ン講朗i 江渡内科医院 江渡諒治先生 

レテーマ 「あなたの不安を解消！ 高血 

圧・心臓病・高脂血J走はなぜおこる？」 

ン会場 働く婦人の家・保健センタ--3F皆 

第 3講習室（申し込み人数により変更するこ 

ともあります） 

※申し込み方法 市役所保健環境課に開催の1  
週間前までに電話でお申し込み、くノどさい。 

保健環境課（内線 268・272) 

生活講座受講生募集働く婦人の家 
〇お正月花教室 

～年の初めの喜:yに、お花で部屋の雰囲気を 

演出してーみてください～ 

講師 中村 千恵 

（小原流本部講師） 

日時 12月26日 午前10 : 00-12 : 00 
午後 6 】 30- 8 】 30 

募集人員 各20名 

持参するもの ハサミ、花つつみ、花器、1オ 

料費 

〇茶道教室（ 7 回講座） 

～遠州沃iの茶道を初歩から学Aプでみませんか～ 

講師 鈴木はつえ 

（遠州流総華督） 

日時 平j戎 7 年1月 6 日、13日、 20日、 27日 

2月 3 日、10日、17日 

午後 6 】 30-8 】 30 
募集人員 15名 

※共通の要点 

対象 市内に住所又は勤務先を有する女性 

受講料 無米斗（材半斗費は各自負担願います） 

締め切り日 先着順で定員になり次第締め切 

ります。 

申し込み及び問い合わせ先 

働く婦人の家（市内新町）客35 - 8898  

市役所 容35 一 2111 

「出稼労働者留守家族現地 

激励訪問 参加者募集 
D事業実施者 青森県出稼者団体連合会 

ン実施時期 耳勾戎 7 年 2月24日（金）-25日（土） 

ン参加人員 5名 （県内80人） 

レ参加対象者 東京都内及びその周辺に就労し 

ている出楊抄打動者の配偶者一 

）糸至 費 （無半斗）」早こと市で負担します一。 

ン締め切り日 平成 7 年12月20日（火） 

Dお申し込みと問い合わせ 

総合サービス課（内線 281) 

ゴミ集積場所冬期一部変更 

12月19日～来年 3月31日まで 

積雪のために、 ゴ’ミ」収集車の通行が困難とな 

る次の集積場所を中止します。期間は12月19日 

から来年 3月31日までです。 

その」也域にお住まいの方は、 ご面倒でも近く

の大通りの集積場所を禾~」用してください。 

田］一 	名 冬期間耳又集を中止する場所 

東 	日I丁 全 町 内 

川 端 町 新山電気工業裏（本町⑩かさい裏通り） 

1、一平井町一 
東急ドライ奥通り 

小川種店奥通り 

湊 五能線ガード付一近、宮崎古物裏 

問い合わせ 保健環境課（内線269) 

⑨ー般家庭の収集 

・12月30日（金）まで平常どおり（金曜日地区） 

・12月31日（土）から 1月 3 日（火）まで休み 

1月 4 日（水）より平常どおり 

に》野里不燃物埋立地 

・12月31目（土）午前中自i劃般入のみ禾リ用て二き

ます。12月31日午後から1月2 日（月）まで休み 

1 月 3 日（火）より平常どおり 

⑨稲垣西部ク I)ーンセンター 

・燃えるゴミは、12月30日（金）まで、 白己挑, 
入（無料り のみ利月手できます。 

1月 4 日（水）より平常どおり 

＊休み期間中は絶対ゴミを出さないようお願い 

します一。 

＊ゴミ収集場所は、 ゴミ捨て場ではありませソし。 

みんなで協力して清潔にしましょう。 

平成6年12 月15日 10 

「成人病に関心の一一「
L__ある方ヘ~朗報，....._，_j
増え続ける成人病ー「どうしてなんだろう」と

思ったことはありませんかっ

「円分の身を守りたいJrこれからも健康でい

たい」とお考えのあなたへ !

病院の先生から、成人病予防のお話があります。

τたきっとこ才もからの:.tl舌に
役立つ部分があるでしょう会

高血圧・心臓病・高脂血症のお話

b 日時 平成 6年 12月2211 (木)

午後 1 : OO~ 2 ・ 00

b講師 江波内科医院江渡諒治先生

bテーマ 「あなたの不安を解消 !山ilUl

圧 ・心臓病・高脂血症はなぜおこるつ」

じ〉会場 働くあa人の家 ・保健センタ-31併

第 3 誹~r'<í'室(申し込み人数により変交するこ

ともあります)

※ 申し込み方法 市役所保健環境課にljl刊行iの 1

週間JIIJまでに泣訴でお11'し込みください。
保側一場足境謀 (内線 268・272)

E車問E毒事翠~~書調期鴨彊
0お正月花教室

~年の初めの再びに、おイヒで許II)~の掠l万|気を

前山してみてください~

講師 中村千TJ.C

(ノト原流木存rl市うH:rli)

日時 12月261-1 午前ilO ・ 00~12 : 00 

午後 6: 30~ 8 : 30 

募集人員 各20:7'，

持参するもの ハサミ、花つつみ、花開、判

手:I- 'Í~

O茶道教室 (71"1講座)

~J刻、卜|流の~iliを初歩から学んで、みませんか~

講師 鈴木はつえ

(辿ムチ|、|祈tk:~主主主サキ)

日時 平成 7年 1)J 6 11、1311、2011、2711

2)J 3円、 1011、 1711

午後 6: 30~8 : 30 

募集人員 15名

※共通の要点

対象 rlî内に住所又は勤務先を干l する k'~'I:

受講料 無料(材料公は各 1"1釘十IUA'j¥;、ます)

締め切り目 先ポJiU'Iで定員になり次節締め切

ります。

申し込み及び問い合わせ先

働く婦人の家(r!i内新IUr) 宮 35-8898 

市役所宮35-2111 

仁出稼労働者留守家族現地「
激励訪問 参加者募集___j

じ〉事業実施者 青森県U'，稼者i寸|体連合会

b実施時期 平成 7年 2刀24I1 (念)~2511 ( IJ 

c>参加人員 51'， (県内80人)

仁>参加対象者 来京都内及びその同辺に杭ヅ';"し

ている/1¥縁労仰J布一の配イ向者

じ〉経費 (無料-) Yr~ と rlîで負11[ します。

じ〉締め切り日 平成 7年 12FJ20 11 (火)

じ>お申し込みと問い合わせ

総什サービス説(内線 281)

ゴミ集積場所冬期一部変更
12月19日~来年3月31日まで
相弓干のために、ゴミ収集車の辿行が[本|難とな

る次の集積場所を中止します。JJ;JW1Jは12)].19I1 

から来年 3刀 311-1までです。

その地域にお住まいのノJは、こーIUI倒でも近く

の大通りの集砧場所を利月jしてください。

mr 名 冬期l川収集♂を"'1卜寸る場所

バミ IIIT ノ一』へ一、一ー 111丁 ゾサ

) 11 立品lIH丁 新山屯試 L業!&(本田r@かさいWi!liり)

バミえ;ょドライ扶!:iillり
T-'fZ-;)，~IUr 

小川|種)，J'i奥通り

t奏 五能線ガード付近、吟llJ(，f古物裏

問い合わせ 保健環境課(内線269)

。 一般家庭の収集

・12JJ30 I1 (令)まで平常どおり(令lI1'!i11地 1)(:)

-12)J3111(けから 1)J 3 11 (火)まで休み

-1)-J411(水)より半::irどおり
。 野里不燃物埋立地

-12)J3111 (1:)/1刊i，'， 1"1己搬入のみ利川でき

ます。12FJ3111ノ1:後から 1)J211 ()])まで休み

-1)J311(外之)より斗吋;?どおり

。 稲垣西部クリーンセンター

・燃えるゴミは、 12)J30 I1 (令)まで、 nL'.例世
人 (1n砕けのみ利川できます。
-1rJ411(水)より半前どおり

*休みWJII¥J'I'は絶対コミを山さないようお胤い

しま寸一。

* ゴミ収集掛けTは、ゴミ栴て~}ではありません。

みんなで協力して'Ì，';-?~;にしまし ι う 。

平成6il12H1511 10 



イ且男月師是 

市役所 ff35-211l 、 
く す く 健診 

6 カ月児健診と 2歳 6 カ月児健診の際に、母 

（保護者） と子供さんの歯科健診がありますの

で、なるべく保護者の方がご同科三くださるよう

にお願いいたします。 

ン場所 市保健センター（新町バス停前） 

ン時間 受付12 】 30から12 : 45 

>持参するもの 

母子健康手帳、バスタオル。 

02歳 6 カ月児、3歳児には個人通知します。 

03歳児健診の場合は同圭寸のアンケートを記

入しお持ちください。尿検査がありますの

て了、尿を小ビンに入れブて持ってくると便利

です。 

※注意くD3 カ月児健診に来られなかった方は、 

神経芽細胞腫（小児がん）の検査セットを、母

子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口にも

らいにきてください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子

さんはご遠慮ください。 

③不明な点は、保健環境課にお問い合わせ

ください。 

月 	齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3力月児 
H6年 
9月生まれ 

H7年 
1月10日 
（火） 

小児科診察、神経芽
細胞腫セット配布、 
育児情報交換等 

6力月児 
H6年 
6月生まれ 

1月17日 
（火） 

離乳食の試食 
母と子の歯科診察 
発達相談等 

1 歳児 
H5年 
12月生まれ 

1月23日 
（月） 

育児情報交換 

発達相談等 

1歳 

6カ月児 

H5年 
7月生まれ 

1月24日 
（火） 

小児科・歯科診察
丈夫な歯と顎になる
ためのお話 

2歳 

6カ月児 

H4年 
7月生まれ 

1月18日 
（水） 

母と子の歯科診察及

び相談 身体計測 

3 歳児 
H3年 
7月生まれ 

1月19日 
（木） 

小児科・歯科診察 
尿検査 
視聴覚検査等 

エ藤舟人ちゃん（みどり町1丁目） 

母・久子さん 10カ月頃から歩きました。な

んて下もよく食べとても元気です。 このまま健康

で、強い人にと願っています。 

「合止：壬誠7差堆；佳昌， 民コ二 /口LX首丁比」邑只」 「雄熱…一…門 

養成講座の受講生募集 
健康の喜びと食事の意味を語り合い、お隣り

さんお向かいさんと働きかけ、仲間とのふれ合

いの楽しさを通じて、食事づく りから人と人と 

αンっながりの輪を大きくしてル、きませんか。 

＞対象 市内に居住する婦人 	 子 

ン内容 10日間で食生活を中心に健康づく りに 

役立つ知識と技術を学習 

ン日時 1月11日、18日、 20日、 24日、27日 

2月13日、21日、 22日、 24日 

3月 2 日 

午前lou寺～午後 3H寺 

レ場所 働く婦人の家（市内新町つ 

レ募集人員 30名 

ン受講料 無畔斗（昼食代が自己負担となります） 

ン申し込み期間 12月15日～12月22日 

ン申し込み先 市保倒挺業境課 

（内線 268・272) 

※申し込まれノた方には、後日、詳細をお知らせ 

致します。 

ふるさと交流圏民センター（オルテンシア） 

催物ご案内〈12月21日～ 1 月 6 日ン 

〈小ホール〉 

日 曜 催 	 物 開演 入場料 
12/
/23 金 ピアノ発表会（クりスマスコンサート） 14:00 無料 

, 

11 平成 6年12月15日 

師走

市役所宮35-2111

| すくすく健診 I 

6ヵ刀山色;iEi診と 2歳 6ヵ)1 !JcI. f:往診の1I祭に、川

(保護者)と子供さんの位H'I仙診があり ますの

で、なるべく保護者のノJがごfri]fI"くださるよ う

にお願いいたします。

仁〉場所 di保健センター (新IUfバス停前)
仁〉時間 受イ、]-12.30から12 • 45 

じ〉持参するもの

母子健康手帳、パスタオル。

02歳 6ヵ月児、 3歳児には個人通知します。

03歳児位診の場介は!日J.f';Jのアンケー トを記

人しお持ちください。以検作 がありますの

で、以を小ピンに人オして判 ってくると似不Ij

です。

※注意① 3ヵ月児健診に来られなかった方は、

神経芽細胞腫(小児がん)の検在セ ットを、母

子健康手11辰を持参のうえ保健環境課窓口にも

らいにきてください。

②病気療養'1' (特に伝染性の病試)のお子
さんはご遠届:ください。

③ 不 明な点は、保健環境謀におIiりレ、合わせ

く7ごさレ、。

月 齢 対象児 J~J ~I J-: な内 w

3ヵ月児
H 6f下 1 J 7 iド 小児科診袋、神経，W

9)]生まれ
1)] 101-' 細胞腿セット配布、
(火) 育児情報交換等

6ヵ月児
H 6ir 1月171:1 離乳食の試食
6月生まれ (火)

nと子の歯科診察
発達制|談等

1歳児
115'1 1 fJ 2311 7tT児情報交換
12) J生まれ UJ) 発途中11談等

1歳 I-I 5 {I'. 1 JJ 2411 小児科 ・歯科診察

6ヵ月児 7月生まれ (火)
丈夫な歯と顎になる
ためのお話

2歳 114 fl' 1 fJ 18 I1 付と一「の術科診聖;普及

6ヵ月児 7JJ 生まれ (氷) び相談身体言|扱IJ

113W 1 fJ 191:J 小児科 ・歯科診察

3歳児 7月午まれ (本)
視聴覚検ft~tÎ;

11、IZ/，J(6f!'.12f11511

工藤舟人ちゃん (みどり町1丁目)

母・久子さん 10ヵJ]頃から歩きました。な

んでもよく食べとてもA試です。このまま健康

で、強い人にと願っています。

i r食生活改善推進員J
」一一養成講座の受講生募集」
仙)ぶAの ;f手びと食‘J;:の意味を言tiり合い、お|燐り

さんおI"Jかいさんと働きかけ、 イ'P1/¥1とのふれ介

いの訴さしさを通じて、食事づくりから人と人ど

のつなが りの愉を大き くしてい きませんか。

じ>対象 di内に);_1(イtす る財人
じ>内容 10 111/11で食生活を'1'心に健康づく りに

役立つ知識と技術を学習

じ>日日寺 1 n 11円、 1811、20口、 2411、27n 
2 JJ 1311、21円、22円、 24n

3)J 2卜|

! 1 -' lìíjlO Il、子~!I:後 3 時

b場所 似Jく川人の家(市内新川n
b募集人 員 30:1'， 

b受講料 無料(封食代が白己負担となります)

仁〉申し込み期間 12)115 日 ~12月 22 日

b申し込み先 dJf*他広，1:trX?J+!
(ゾサ車iI{268・272)

※ IJIし込まれたぶには、後 H、詳細lをお知らせ

致します。

「ふるさと交流圏民センター(オルテンシア)寸
」一一催物ご案内 (12月 21 日 ~ 1 月 6 日 ) J
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